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１．概要（Summary） 

ブリッジ成長法によって合成したカーボンナノフ

ァイバーの引っ張り強度を調べることを目的として

いる。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 FIB-SEM (FEI, Helios NonoLab 600i) 
 
【実験方法】 
ブリッジ成長法によって合成したカーボンナノフ

ァイバーを FIB-SEMに搭載されているオムニプロー

ブを用いてサンプリングした。プローブ先端に取り付

けたカーボンナノファイバーを、同一装置内に設置し

たあらかじめバネ定数を同定した AFM カンチレバー

の先端に接合した。プローブを操作しカーボンナノフ

ァイバーに張力を加え、その時の AFM カンチレバー

の変位を Scanning Ion Microscopy (SIM)像で観察し

記録した。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1 に、張力を加える前後のカーボンナノファイ

バーの SIM 像を示す。カーボンナノファイバーに張

力を印加することで AFM カンチレバーにたわみが生

じていることが分かる。この変位からカーボンナノフ

ァイバーにかかっている張力が求められる。58.5 µN
の張力を加えた後に、AFM カンチレバーとカーボン

ナノファイバー間の接合部分が破断した。カーボンナ

ノファイバーへの張力印加での破談強度を評価する

ためには、カーボンナノファイバーと AFM カンチレ

バー、プローブとの接着強度を改善する必要があるこ

とが分かった。 
 

 

Figure 1 SIM image of carbon nanofiber (a) before and (b) 

after applying tension. 
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